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本

~ 

々

報

校

友

曾

通

信

花
の
朝
、
月
の
タ
忘
れ
難
き
は
我
が
母
校
の
事
で
あ
り
、
共
に
巣
立
ワ

た
校
友
の
事
で
あ
る
。
年
を
経
る
に
従
っ
て
、
懐
し
さ
を
榊
す
は
活
き
日

の
思
出
で
あ
る
、
大
一
位
祢
が
閉
鎖
さ
れ
、
小
檀
林
と
併
合
し
、
組
山
準
院

の
名
の
下
に
復
活
し
て
か
ら
己
に
廿
年
に
詑
ん
と
し
て
ゐ
る
o
烏
智
由
民
上

人
の
牡
丹
餅
の
講
義
、
納
骨
堂
、
懇
迦
堂
、
扱
て
は
鴛
谷
寮
の
一
備
に
於

い
て
、
開
本
閃
山
側
、
亀
口
、
遠
藤
、
企
口
問
等
々
の
諸
先
生
の
講
義
を
聞
き
、

輪
講
に
冷
汗
を
箆
へ
た
の
も
、
途
昨
日
の
如
く
に
思
っ
て
ゐ
る
問
に
、
一

昔
前
の
忠
出
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
o

宮
木
教
頭
の
温
顔
品
川
を
・
去
っ
て
数
年

に
な
る
。

此
問
、
故
武

m宣
明
仰
の
仮
は
れ
た
細
山
事
院
の
門
様
を
見
返
り
つ

L

巣
立
っ
て
行
っ
た
我
等
の
校
友
の
胸
に
泊
ふ
も
の
の
巾
寮
山
身
延
に
於
け

る
皐
窓
生
活
よ
り
懐
し
き
も
の
は
あ
る
ま
い
。
車
窓
を
離
れ
て
、
深
刻
な

る
枇
合
苦
に
遭
遇
せ
る
時
思
い
出
づ
る
は
校
友
の
勤
時
で
あ
る
。

此
の
校
友
の
動
静
を
互
に
知
り
合
ひ
、
母
校
を
中
心
と
し
て
結
束
し
、

純
山
敬
阜
の
隆
盛
を
期
し
‘
相
互
協
力
の
貨
を
期
す
ベ
〈
生
れ
出
た
者
が
、

我
が
刑
判
山
懸
院
校
友
合
で
あ
る
。

泉
義
被
君
在
山
首
時
愛
会
護
金
し
、
現
在
血
中
院
に
桧
木
、
結
城
、
野
崎

赤
松
あ
り
、
本
山
に
望
月
、
小
林
、
内
野
あ
り
、
支
院
の
樋
口
、
遠
藤
、

芦
川
等
と
相
議
し
、
品
刊
の
基
礎
献
立
に
努
力
し
て
ゐ
る
。
更
に
校
友
は
、

満
州
、
持
太
、
朝
鮮
、
上
海
、
北
海
道
等
を
初
め
、
会
闘
に
散
在
し
て
撃

一
七
八

生
の
活
動
を
績
け
て
ゐ
る
o
近
く
聞
休
を
引
卒
し
て
来
延
せ
る
も
の
に
、

静
岡
燐
の
松
下
貞
雄
宏
あ
り
、
山
梨
の
矢
崎
旧
制
静
君
が
あ
る
。
静
岡
の
望

月
宗
康
君
も
十
月
二
日
布
札
抗
議
期
司
令
の
伐
に
氷
山
し
た
。
更
に
最
近
左
記

爾
君
が
将
位
普
山
式
を
奉
け
れ
。

川
口
如
H
随
君
熊
本
蘇
川
尻
町
法
宜
寺
へ

泉
義
敬
君
長
野
豚
高
遠
町
在
蓮
準
寺
へ

倫
本
年
永
巣
立
つ
れ
校
友
中
、
古
川
啓
善
君
は
大
阪
の
妙
剥
寺
別
院
に
、

遠
藤
本
働
君
は
合
津
若
松
市
大
法
寺
に
、
並
烏
額
制
定
は
札
幌
線
王
寺
に

波
透
正
敬
君
は
稲
岡
市
の
削
房
に
、
山
帥
脚
麗
剛
君
は
長
崎
の
抱
林
－
い
各
活

動
を
績
け
て
ゐ
る
。
是
等
校
友
が
、
健
紳
賓
符
に
合
同
し
て
懐
市
内
談
に
花
を

咲
か
す
時
が
何
れ
は
来
る
で
あ
ら
う
事
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。

此
の
稿
を
玄
日
き
終
り
し
、
十
月
廿
凶
日
校
友
井
上
能
勝
、
波
法
泰
深
雨

兄
は
九
州
上
り
、
長
谷
川
泰
鐙
君
は
央
F

ふ
り
、
三
人
相
携
へ
て
登
山
、
準

校
を
参
観
し
て
、
母
校
の
遜
遂
を
ま
υ
ぴ
つ

L
、
中
山
入
行
の
伐
東
上
し
た

事
を
誌
し
て
捌
地
帯
す
る
。

ハ
経
木
慰
金
記
）



本
皐
寄
宿
合
創
設
報
告

朝
に
岡
山
親
闘
の
暗
殺
峰
を
仰
で
は
商
品
徳
の
偉
大
を
偲
ぴ
、
自
然
に
口
づ
き

む
も
の
．
夫
は
抑
も
何
か
、
開
日
紗
の
一
節
な
る
『
孝
と
は
高
な
り
天
商

け
れ
ど
も
孝
よ
り
は
高
か
ら
ず
云
々
』
の
文
。
タ
に
御
草
庵
の
深
哀
よ
り

流
れ
来
る
利
水
に
・
泌
つ
て
は
、
乃
往
『
露
深
き
本
を
分
け
て
深
谷
に
下
り

て
芹
を
つ
み
、
山
河
の
流
も
早
き
於
槻
に
常
棋
を
す
L
ぎ
、
検
し
ほ
れ
て
千

わ
ぷ
る
一
五
々
』
（
身
延
山
御
書
）
の
御
車
訓
に
納
を
し
ぼ
り
、
常
に
法
悦
に

浴
し
報
恩
に
法
る
日
の
早
や
事
に
数
十
日
。
『
同
じ
勢
季
の
静
一
に
生
れ
し
も

削
に
逢
は
ず
、
』
と
草
山
の
車
一
花
政
が
嘆
ぜ
し
詩
を
思
ひ
出
し
、
今
夏
本
化

の
上
首
に
両
米
の
契
は
ざ
り
し
自
が
罪
業
を
省
み
る
と
同
時
に
、
大
型
の

御
膝
下
に
在
る
我
仙
寺
同
胞
の
未
だ
過
去
並
口
業
の
絶
え
ざ
る
儲
か
。
と
又
専

仲
間
に
端
、
え
ね
。
同
じ
回
山
ひ
の
吾
等
同
胞
三
十
一
一
三
省
は
西
渓
の
昔
ー
な
が
ら
の

刊
削
減
に
面
し
て
建
て
ら
れ
わ
い
寄
宿
舎
に
此
の
九
月
一
日
よ
り
自
治
と
言
ふ

モ
ッ
ト
ー
の
許
に
大
サ
ー
ク
ル
を
諮
り
、
号
制
の
『
行
皐
二
廷
を
鋤
み
候

ペ
し
行
血
中
絶
え
な
ば
仰
訟
は
あ
る
べ
か
ら
ず
云
々
ch
（
諸
法
貨
初
抄
）
を
週

末
し
専
念
に
其
の
行
に
、
其
の
血
中
に
精
怒
し
っ
、
あ
り
。

我
等
合
生
は
舎
監
に
本
院
特
命
の

me院
教
同
氏
丸
山
鼠
孝
師
会
松
岡
議
孝

氏
の
二
名
を
裁
き
、
鼠
中
生
中
よ
り
は
更
に
本
院
任
命
の
許
に
合
長
古
川
孝

秀
君
、
副
会
長
水
川
雅
門
君
の
雨
君
を
共
主
店
と
し
て
、
三
一
十
三
名
の
準

生
は
合
則
及
細
則
に
違
反
な
〈
今
日
に
及
ぶ
c
合
の
細
川
中
毎
日
賀
行
せ

る
は
起
床
午
前
五
時
四
十
五
分
、
朝
動
向
六
時
（
勤
行
後
合
監
に
靭
の
挨

本

E手

々

報

拶
）
朝
食
同
七
時
、
前
粛
時
間
午
前
九
時
よ
り
同
十
一
時
迄
、
正
午
宍
食

午
后
二
時
よ
り
削
凶
時
迄
静
粛
時
間
、
同
五
時
夕
食
、

M
七
時
よ
り
九
時

迄
静
粛
時
間
九
時
（
合
監
に
夜
の
挨
拶
）
同
十
時
睡
眠
と
す
。
血
中
生
室
は

九
室
あ
り
、
各
室
に
室
長
二
%
づ

L
泣
き
相
互
の
融
和
を
計
る
。
通
常
八

皐
の
問
に
三
名
平
均
と
し
、
外
に
合
政
安
一
棟
、
炊
事
夫
室
一
線
、
而
し

て
食
堂
一
棟
ぞ
あ
り
o

創
立
己
申
体
幾
千
も
な
ら
ざ
る
鈴
、
れ
私
物
及
び
働
問
等
諸
機
闘
岡
山
未
だ
却

は
ざ
り
し
事
は
残
念
と
な
す
所
な
る
も
、
近
々
合
生
の
努
力
と
本
院
の
投

助
ご
に
依
り
て
、
逐
次
改
良
に
改
一
兵
を
加
へ
つ

L

あ
れ
ば
、
不
日
完
備
す

る
暁
を
見
ん
。
殊
に
熱
心
な
る
信
徒
の
内
に
於
て
は
最
近
合
へ
御
援
助
下

さ
れ
し
篤
志
の
人
を
見
る
c

最
初
入
合
せ
し
吾
等
は
国
民
側
な
る
態
度
を
持
っ
て
、
而
も
凡
ゆ
る
犠
牲

を
挽
ひ
っ
、
来
り
し
も
、
今
後
合
の
前
途
の
お
一
名
の
段
落
者
も
無
〈
具

体
同
心
し
て
抽
出
燥
を
計
－
H
ん
事
を
合
生
一
岡
、
、
一
共
に
誓
は
ん
。

現
在
の
寄
宿
舎
を
見
る
に
至
る
迄
に
は
其
問
先
輩
諸
兄
等
幾
多
の
人
々

の
御
後
援
は
一
言
を
待
た
ざ
る
も
、
就
中
現
身
延
山
々
務
監
制
H

冷
泉
要
淳
仙
川

正
の
絶
大
な
る
御
議
力
に
依
り
及
び
丸
山
飯
孝
教
授
の
自
己
を
忘
れ
て
御

臨
時
闘
の
賜
に
し
て
生
仙
寺
の
深
〈
感
謝
す
る
所
な
り
o

山
部
舶
の
御
翠
徳
の
日
に
婚
し
て
輝
く
さ
同
時
に
、

Y
一
円
等
が
さ
L
干
か
な

る
寄
・
口
似
合
も
日
と
共
に
隆
盛
ご
な
り
後
日
宗
門
を
背
っ
て
立
つ
べ
き
許
常
掃

の、
λ

管
内
よ
り
二
陣
一
ニ
陣
引
緩
き
輩
出
せ
ん
事
を
希
望
し
て
除
稿
す
。

一
七
九


